
 

 

第２学年 人権学習 指導案 
 

１．題材   「ハンセン病に関する差別」 
 

２．テーマ設定の理由 
○題材観 
ハンセン病にかかったというだけで，社会での生活を断ちきられ，肉親との絆を失い，ふるさとを奪われ，

終生隔離されるという残酷な制度，すなわち，ハンセン病患者に対する過酷な人権侵害が，「らい予防法」と

いう法の名の下に，わが国では 1996 年の「らい予防法」廃止まで 90 年間も続けられてきた。この誤りを生

んだ原因について考え，今も残るハンセン病元患者への偏見や差別の現実を知り，身のまわりにある人権侵

害や差別の現実と切り結んで考えさせたい。かつて，この問題はマスコミでも大きく取り上げられたが，人

権教育のテーマとして取り上げている学校は少ないと思われる。生徒の正しい知識や理解を深めることが差

別をなくす第一歩になることを望むものである。 
 

○指導観 
教材 NHK スペシャル番組「隔離はこうして続けられた」は，ハンセン病について予備知識のない生徒に

とって，ただ視聴するだけでは理解しがたいと思われるので，パワーポイントで番組の要点をふり返り説明

することで，生徒のハンセン病に関する理解を深めたい。また，生徒同士が互いに意見や感想を述べ合うこ

とで，より一層，考えが深められると思われる。 
 
３．目標 
① 誤った国の政策によって，ハンセン病患者の人々が長い間多くの偏見や差別に苦しんできたという事実，

その背景には，私たちの無知や無関心があるということを知り，ハンセン病に関しての正しい知識と理解

をもつ。 
② 現在も残るハンセン病の元患者に対する偏見や差別の実態を知り，私たち一人ひとりが｢日本国憲法｣で

保障された人権を守り，人権意識を高めていくことの大切さを学ぶ。 
    
           
 
４．指導計画・・・・単元の配当時間（２年次）               ２時間 
 ① NHK スペシャル「隔離はこうして続けられた」のビデオ視聴  ・・・・ １時間 
 ② NHK スペシャルの番組が提起する問題のまとめ ・・・・・・・・・・ １時間（本時） 
             
５．指導上の留意点 
① ビデオの内容が生徒に理解できているかどうか確認しながら展開する。 
② ハンセン病に対する正しい認識が深められるよう，事実に基づき説明する。 

   
６．教材 生徒：資料プリント  
     教師：パワーポイント，資料プリント  
 
 
 



 

 

７．過程 
 

学習活動・内容 指導上の留意点 
教

材 
配

時 
形

態

評

価

導 
入 

人権学習の考え方と本時の学習

内容を確認 
パワーポイント１～４で説明 
・生徒がビデオの内容をどれだけ理解し，問題

提起を受けとめているか感想を聞く。 
 

 

５

分 
一

斉 1)
 

展 
 
 
 
 
 
 
 
開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハンセン病がどのような病気で

あるかを正しく知る 
 
 
 
誤った国の隔離政策の歴史的社

会的背景と存続の原因について

考える 
 
 
ハンセン病に関する偏見や差別

の現状を知る。 
 
 
 
 
 
 
二度と過ちを繰り返さないため

に，また，今も残る偏見や差別を

なくすために何ができるのか考

える。 

パワーポイント５・６ 
・抹消神経の病気で極めて感染力は弱く，現在

は治療薬があり，伝染病でも不治の病でもない

ことを教える 
 
パワーポイント７～１７ 
・国の隔離政策によってハンセン病の誤った認

識と偏見が広がり，それが理由で隔離政策を改

められないという悪循環を説明し考えさせる。 
 
パワーポイント１８～２２ 
① 元患者に対する宿泊拒否問題の事実経過 
② その背景 

・ホテル側の宿泊拒否の理由 
・世間の反響 

・世間の反響よりハンセン病に対する偏見が今

だにあることを伝える 
 

パワーポイント２３ 
・ハンセン病の問題から何を学んだのか，各自

に問いかけ考えさせる。 
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(2)

ま

と

め 

各班で感想や意見を述べ合い，各

自で感想をまとめる。 
 

・問いかけに対して互いに意見を率直に出し合

えるような雰囲気をつくる。 
・人の意見をよく聞いてから自分の意見をまと

めるように気を付けさせる。 
 

  
10
分 

 
各

班

(2)
 

評

価 

（１）ハンセン病に関する正しい知識を身に付け，差別の原因・背景・現状などを理解し，今後の取り

組みの必要性や意義を理解している。【知識・理解】 
（２）差別・いじめなどの人権侵害に関心を持ち，その解消に向かって主体的・意欲的に取り組もうと

している。【関心・意欲・態度】 
 

 


